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グ ラム陰性 桿菌呼吸 器感 染症 に おけ る6059-S療 法 の検 討

立花昭生 ・鈴木幹三 ・中田紘一郎 ・岡野 弘 ・谷本普一

虎の門肩院呼吸器科

滝 沢 正 子

虎の門病院細菌検査室 、

6059-Sを 呼吸器感染症15例(43才 ～75才 の男11人,女4人)に 投与し,著 効3例.有 効

6例,や や有効3例,無 効3例,有 効率80.0%の 臨床成績を得た。疾患の内駅は,肺 炎の2例 を

除き,他 の13例 は気道感染症である。 投与量は,主 として1回1g1日2回 点滴静注であ り,

Haemophilus in fluenzae例では4例 全例で,Pseudomonss aeruginosa例 では5例 中3例 で疲 中か

ら菌の消失をみた。本剤は原則 として1回1g1日2回 の投与が適当で あり,P.aeruginosa気 道

感染症に奏効したことは注 目される。副作用に関しては,発 疹2例,GOT,GPT上 昇1例 を認め

たが,投 与中止により改善 してお り,他 に重篤な副作用は認あ られて いない。

は じ め に

新しいOxacephem系 抗生物質6059-Sを 呼吸器感染症15例

に使用する機会を得たので,その成績を報告する。

I.対 象 患 者

対象患者は昭和54年4月 か ら12月 までの間に虎

の門病院呼吸器科に入院 した15例 で,男 子11例,女

子4例,年 令43才 から75才(平 均年令54.5才)。

疾患の内訳は,気 道感染症13例(び まん性汎細気管支

炎6例,気 管支喘息2例,そ の他5例),急 性肺炎2

例である。

起炎菌は,Pseudomonas aeruginosa5例,Haemophi-

lus infuenzae 4例,不 明6例 である。

II.研 究 方 法

15例 全例に1日1gか ら69の 点滴静注投与を行

なった。生理食塩液あるいは5%ブ ドウ糖液100mlに

溶解し,約60分 かけ1日2回 実施した。1例 のみ,

副作用のため蝋 静注中止後,1回100mgを1日4

回吸入した。投与期間は3日 間か ら15日 間で,総 投

与量は59か ら609で 平均239で あったo

臨床効果は自覚症状に白血球数,CRP,赤 沈値,胸 部

レ線などの検査成績の推移と起炎菌の消長を合わせ
,総

合的に判定した。すなわち,

著効:6059唱 投 与後 すみやかに原因菌の消失をみ,

臨床的に自,他 覚症状の著明な改善をみた もの。

有効:菌 の消失とともに自覚症状が3～4日 で軽減消

失し,検査成績 も投与中あるい眼 与後かな り改善 した

もの。

やや有効:自 単症状がある程度まで緩解 したが治癒に

は至らず,検 査成績 も改善を示 し無効とはいえないもの。

無効:自 覚症状 ・検査成績とも不変または増悪 したも

の。

III.臨 床 成 績

Table 1に 示す ように,15例 のうち,著 効3例,有

効6例,や や有効3例,無 効3例 でやや有効以上で

有効率をみると,80.0%で あった。原因菌別にみると,

H.in fluenzae 4例 はいずれも消失,P.aeruginosa 5例

中消失3例,不 変2例 であった。

次に有効例 につき,そ の経 過を示す。

症例5 H、M.43才 気管支喘息

気管支喘息に気道感染を合併した症例であ る。入院時

1日100ml近 い疲量 あり,喀 疲 中か らはH.influen-

zaeが 分離 され,起 炎菌と考え られた。6059-S 1日2

g10日 間使用 し,疾 量5mlと 著減し,ま た喀疾中の

H.influenzaeも 消失 し,著 効 と判定 した。

Fig.1 Case No.5 H.M.43 y M,Bronchial asthma
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Table 1 Clinical results of 6059-S

Fig.2 Case No.6 R.S.621y M,Diffuse panbronchiolitis
症例6 R.S.62才 ぴまん性汎細気管支炎

昭和54年5月 労作時息切れ と,咳 徽 ・喀疲出現し

入院,疾 量72ml.喀 疲か らH.in fluenzaeが 検出きれ

たため,6059-S 1回19を5%ブ ドウ糖液100ml

で1時 間点滴を12日 間行ない,咳 徽の減少,疲 量12

mlと 減少,検 査成績 も改 善し,有 効と判定した。副作

用は認あなか った。

症例7 Y.Y.54才 ぴまん性汎細気管支炎

昭和50年 頃か ら,毎 年発熱,咳 漱,疲 の増加をく抄

かえ して いた。昭和54年5月 労作時息切れ1咳 激増

加 したため入院。 入院時の 喀疾か らすでにP.aerugi-

nosaが 分離 され,1日 疲量は170mlに およんだ。6059

- S 1回19を12時 間毎 に点滴静注した。13日 間使
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Fig. 3 Case. No.7 Y. Y. 54 y F, Diffuse panbronchiolitis

用し,喀痰中のP.aeruginosaは 消失,痰 量 も10ml

となり自覚症状は著明に改善 した。腕部 レ線上 も粒状影

やボケが減少し,著 効と判定 した。

症例8K.0.52才 気管支拡張症

右B4,B5に 円柱状の気管支拡張が認められ,昭 和54

Fig. 4 Case No.8 K. O. 52 y F, Bronchiectasis

年6月,咳 嗽,痰 を 認め入 院,ABPC,Minocycline投

与 で 発 疹 が 出 現 し た た め。Aminodeoxykanamycin

(AKM)に 変 更 したが 効 果 な く,6059-S 1g点 滴 静 注

に変 更 した。 しか し,こ れ を1回 行 な った だ けで,綴

痒 感 と発 疹が み られ た ため 中 止 し,1日4回 の 吸 入 に

Table 2 Laboratory findings before and after administration of 6059-S

B : Before A : After
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6059-Sを100mg毎 使用 したところ発疹の出現はみ ら

れず,10日 後には,痰 量2mlと ほとんどみられな く

な り,有 効 と判定 した。

IV. 副 作 用

副作用については,15例 中2例,13%に 発疹をみ と

めたが投与中止 によ りすみやかに消退 した。そのうちの

1例 は本剤の吸入に代え ることにより発疹の出現をみな

か った。 また,1例 にGOT(27→89),GPT(24→100)

の上昇を認めたが,投 与中止によ りGOT,GPTそ れぞ

れ1週 間後52,85と な り,2凋 間後で35,47と 正

常値に復 した。

V. 考 察

6059-Sは,新 しいOxacephem系 抗生物質で,従 来

のセフ ァロスポリン系薬剤に対 して感受性が低いとされ

るグラム陰性菌,indole陽 性Proteus,Enterobacter,Ci-

trobacterお よびSerratiaに 対 しても強 い抗菌力を示

し,ま た一部のP.aeruginosaに 対 して も抗菌活性を示

すことが報告されている1～4)。

今回呼吸器感染症15例 に6059-Sを 主として1日

19～69を 点滴静注で3日 ～15日 間投与 し,著 効3

例,有 効6例,や や有効3例,無 効3例 の成績を得

た。やや有効以上でみた有効率は80.0%で あった。

細菌学的効果か らみれば,6059-S使 用後,H.influ-

enzae4例 はすべて菌が消失し,P.aemginosa 5例 で

は3例 が消失 という成績が得 られた。H.influenzae例

では,点 滴静注ではいずれ も1回1gで 奏効 し,6059

-SのMICか らみて,こ の投与量で十分と考え られ る。

なかで も症例8の ように1回100mg1日4回 の吸

入で,菌 の消失とともに臨床的改善を認め,6059-Sの

吸入療法の適応が示唆される。 しかも注射による発疹が

吸入では起こっていないことも興味ある事実である。

つ ぎに,6059-SのP.aeruginosaに 対する効果では,

症例7の ような難治性のびまん性 汎細気管支炎気道感

染例 に1回1g1日2回 の投与で著明な効果が認め

られている。同様に症例3,症 例12に ても1gの 使

用で,か なりの 臨床的改善をみている。P.aeruginosa

にも6059-Sは1回1gの 投与量で奏 効する例があ

ることが指摘され る。難治性緑膿菌気道感染症に苦慮し

ている 日常である5)が,そ の治療薬に6059-Sは ひとつ

を加えた ことにな ると考え る。症例15は 無効例である

が,そ の後SBPC,TOB,AMK等 を使用したがあまり

効果は得 られない難治例であった。

副作用に関しては,発 疹2例,GOT,GPT上 昇1例

を認めたが,投 与 中止により改善 しており,他 に重篤な

副作用は認め られていない。
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CLINICAL STUDY OF 6059-S IN THE TREATMENT OF

RESPIRATORY TRACT INFECTION

AKIO TACHIBANA, KANZO SUZUKI, KOICHIRO NAKATA,

HIROSHI OKANO and HIROICHI TANIMOTO

Department of Pneumology, Toranomon Hospital

MASAKO TAKIZAWA

Department of Bacteriology, Toranomon Hospital

Following results were obtained from the clinical study of 6059-S.

Of 15 cases with respiratory tract infection given 6059-S, 3 showed excellent response, 6 good response,

3 fair response, and 3 poor response. The effective rate was 80.0%.

As the side effect of the drug, skin rash was observed in two patients, and elevation of GOT and

GPT in one patient. These findings were alleviated rapidly following cessation of the therapy.


